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お
ん
じ
し�

め
ん�

じ
し�

��������� ��　
会
長
は
、
自
治
会
長
が
交
代
で
務
め
て

い
ま
し
た
が
、
4
〜
5
年
前
か
ら
固
定
し
、

規
約
整
備
や
収
支
決
算
も
し
て
い
ま
す
。�

　
獅
子
舞
は
地
元
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
。

家
の
浦
自
治
会
の
約
30
軒
で
守
り
続
け
て

い
ま
す
。�

�

　
青
年
は
、
昔
は
中
学
か
ら
稽
古
獅
子
を

遣
っ
て
い
ま
し
た
。
低
い
姿
勢
が
し
ん
ど

く
て
頭
が
あ
が
っ
て
く
る
と
、
先
輩
に
頭

を
油
単
の
上
か
ら
太
鼓
の
バ
チ
で
思
い
切

り
し
ば
か
れ
て
痛
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
今
は
当
然
そ
ん
な
こ
と
は
し
ま

せ
ん
が
ね
（
笑
）�

�

　
太
鼓
打
ち
は
、
唐
子
衣
装
を
身
に
着
け

た
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
が
3
人
で
行
い
ま
す
。
昔
は
男
子
の

み
で
し
た
が
最
近
は
そ
う
で
も
な
く
、
今

年
は
女
子
の
み
。
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ

て
き
た
ん
で
ね
。�

�

　
雄
獅
子
は
、
頭
と
油
単
で
10.

5
kg
、
雌

獅
子
で
も
10�
kg
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
特
に

油
単
は
全
身
に
金
糸
で
刺
繍
が
入
り
と
て

も
重
い
。
演
舞
時
間
は
20
分
程
度
で
、人（
獅

子
）の
一
生
を
表
し
て
い
ま
す
。
1
頭
を
2

人
で
遣
い
、
半
分
の
時
間
で
前
後
交
代
し

ま
す
。
後
ろ
の
人
が
う
ま
か
っ
た
ら
遣
い

や
す
い
ん
で
す
よ
。�

　
今
年
は
春
に
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
な
ど

も
あ
っ
た
の
で
、
練
習
は
6
月
頃
か
ら
始

め
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
は
9
月
に
入
っ
て
か

ら
の
月
曜
か
ら
金
曜
の
夜
に
行
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
一
時
獅
子
が
途
絶
え
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
若
手
も
伝
統
が
途
絶
え
な
い
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
家
の

浦
の
獅
子
は
昔
な
が
ら
の
使
い
方
で
低
く

低
く
遣
い
ま
す
。
最
近
の
よ
う
に
頭
を
高

く
持
ち
上
げ
て
派
手
に
見
せ
た
り
は
し
ま

せ
ん
が
、各
方
面
か
ら
呼
ん
で
い
た
だ
い
て
、

見
て
も
ら
え
る
機
会
が
多
い
の
は
大
変
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。
東
京
タ
ワ
ー
や
首
相

官
邸
、
国
立
劇
場
で
も
演
舞
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
次
は
京
都
で
で
き
た
ら
い

い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
京

都
は
古
都
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
（
笑
）�

は
い�

　
家
浦
二
頭
獅
子
舞
の
起
源
は
大
変
古
く
、

聖
武
天
皇
の
神
亀
年
間
（
7
2
4
〜

7
2
9
年
）
に
船
越
八
幡
宮
に
御
神
霊
が
、

御
還
座
さ
れ
た
際
に
、
家
の
浦
の
獅
子
が

お
供
を
つ
と
め
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
猛
々
し
く
勇
壮
な
舞
い
振

り
は
武
道
の
流
れ
を
く
み
、
流
儀
は
『
古

流
小
笠
原
匍
獅
子
』と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
古
く
は
、神
事
だ
け
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、現
在
は
除
災
招
福
、五
穀
豊
穣
、家
内

安
全
な
ど
を
祈
願
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�
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本
山
寺
本
堂
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

本
山
寺
本
堂
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

�

2
　
本
山
寺
二
王
門
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

本
山
寺
二
王
門
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�
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覚
城
院
鐘
楼
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

覚
城
院
鐘
楼
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�
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4
　
常
徳
寺
円
通
殿
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

常
徳
寺
円
通
殿
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

�

5
　
勝
造
寺
層
塔
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

勝
造
寺
層
塔
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�
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本
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寺
鎮
守
堂
…
…
…
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（
豊
中
町
）

本
山
寺
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守
堂
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�
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石
造
五
輪
塔
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

石
造
五
輪
塔
…
…
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�
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賀
茂
神
社
の
注
連
石
…
…
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（
仁
尾
町
）

賀
茂
神
社
の
注
連
石
…
…
…
（
仁
尾
町
）�
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造
層
塔
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…
…
…
…
…
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（
山
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町
）

石
造
層
塔
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…
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…
…
…
…
（
山
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町
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本
門
寺
開
山
堂
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

本
門
寺
開
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堂
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…
…
…
…
（
三
野
町
）�
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花
立
碑
…
…
…
…
…
…
…
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（
三
野
町
）

花
立
碑
…
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�
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新
田
神
社
本
殿
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

新
田
神
社
本
殿
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…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�
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宝
光
寺
観
音
堂
…
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高
瀬
町
）

宝
光
寺
観
音
堂
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…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�
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田
井
の
薬
師
堂
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

田
井
の
薬
師
堂
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�
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石
造
宝
塔
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

石
造
宝
塔
…
…
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…
…
…
…
（
財
田
町
）�

16
　
履
脱
八
幡
神
社
本
殿
…
…
…
（
仁
尾
町
）

履
脱
八
幡
神
社
本
殿
…
…
…
（
仁
尾
町
）�
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鉾
八
幡
宮
・
財
田
の
碑
…
…
（
財
田
町
）

鉾
八
幡
宮
・
財
田
の
碑
…
…
（
財
田
町
）�
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大
久
保
　
之
丞
顕
彰
碑
…
…
（
財
田
町
）

大
久
保
　
之
丞
顕
彰
碑
…
…
（
財
田
町
）�
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一
石
一
字
宝
塔
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

一
石
一
字
宝
塔
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）�
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財
田
和
泉
守
常
久
の
墓
…
…
（
財
田
町
）

財
田
和
泉
守
常
久
の
墓
…
…
（
財
田
町
）�
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粟
島
達
磨
窯
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

粟
島
達
磨
窯
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�
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22
　
絹
本
著
色
八
相
涅
槃
図
…
…
（
仁
尾
町
）

絹
本
著
色
八
相
涅
槃
図
…
…
（
仁
尾
町
）�

�

23
　
絹
本
著
色
十
三
仏
図
…
…
…
（
高
瀬
町
）

絹
本
著
色
十
三
仏
図
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

24
　
麻
布
著
色
釈
迦
六
大
菩
薩
十
六
羅
漢
図
（
詫
間
町
）

麻
布
著
色
釈
迦
六
大
菩
薩
十
六
羅
漢
図
（
詫
間
町
）�

���

25
　
木
造
不
空
羂
索
観
音
坐
像
…
（
高
瀬
町
）

木
造
不
空
羂
索
観
音
坐
像
…
（
高
瀬
町
）�

����� ��

▲唐子の衣装は今も同じに（昭和5年に撮影）�

インタビュー�

家浦二頭獅子舞保存会�
会長　岡田旭倫さん�

▲先輩方に負けないようにこれからもがんばります�

家
浦
二
頭
獅
子
舞
を
見
る
に
は�

�

日
時  

10
月
4
日（
日
）午
後
1
時
ご
ろ�

場
所  

船
越
八
幡
宮（
詫
間
町
大
浜
）境
内�

�

日
時  

10
月
12
日（
月
／

祝
）午
後
1
時
ご
ろ�

場
所  

大
将
軍
神
社
（
仁
尾
町
家
の
浦
）�

　
　  

境
内�

▲笛や太鼓、摺鉦に合わせて雌雄ニ頭の獅子が勇壮闊達な舞いを披露�
かったつ�すりがね�

からこ�

け
い
こ�

ゆ
た
ん�

か
ら
こ�

し
し
ゅ
う�

特集  三豊市の文化財�前編�
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�

　
三
野
町
吉
津
に
あ
る
八
柱
神
社
の
秋
の
祭

礼
で
吉
津
夫
婦
獅
子
舞
は
奉
納
さ
れ
ま
す
。�

　
吉
津
夫
婦
獅
子
舞
は
、
今
か
ら
4
0
0
年

ほ
ど
前（
江
戸
時
代
前
期
）に
、
仁
尾
・
詫
間

地
域
か
ら
そ
の
技
法
が
伝
え
ら
れ
、
吉
津
地

区
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
現
在
は
、
北
村
・
正
本
・
大
原
・
谷
円
の
4
組

に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
4
組
と
も

雄
と
雌
の
2
頭
の
獅
子
、
大
太
鼓
2
つ
、
陣

太
鼓
4
つ
、
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン（
銅
拍
子
）
2
つ

で
演
舞
し
、
北
村
・
大
原
は
笛
も
使
い
ま
す
。�

　
獅
子
頭
は
、
雄
は
頭
髪
が
茶
色
で
、
雌
は

黒
で
す
。
胴
体
に
あ
た
る
油
単
は
獅
子
組
に

よ
っ
て
黒
・
赤
・
茶
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な

り
ま
す
。�

　
獅
子
舞
の
芸
は
、幼
年
期（
無
邪
気
な
獅
子

と
太
鼓
打
ち
が
戯
れ
る
）・
思
春
期（
雌
が
背

返
り
な
ど
細
か
な
姿
を
見
せ
、
雄
が
威
厳
に

県
指
定
有
形
文
化
財�

重
要
文
化
財�

市
指
定
有
形
文
化
財�
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木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
…
…
（
豊
中
町
）�
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木
造
帝
釈
天
立
像
…
…
…
…
（
山
本
町
）

木
造
帝
釈
天
立
像
…
…
…
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山
本
町
）�
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木
造
天
台
大
師
坐
像
…
…
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（
山
本
町
）

木
造
天
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大
師
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像
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山
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町
）�
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木
造
薬
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如
来
坐
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）
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造
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如
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坐
像
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山
本
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造
狛
犬
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木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
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高
瀬
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）

木
造
阿
弥
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如
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立
像
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高
瀬
町
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木
造
兜
跋
毘
沙
門
天
立
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高
瀬
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跋
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瀬
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木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
・
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造
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像
・
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立
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木
造
勢
至
菩
薩
立
像

木
造
勢
至
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…
…
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瀬
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）

…
…
…
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高
瀬
町
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力
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木
造
千
手
観
音
立
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仁
尾
町
）

木
造
千
手
観
音
立
像
…
…
…
（
仁
尾
町
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木
造
善
女
龍
王
像
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
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龍
王
像
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�
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木
造
愛
染
明
王
坐
像
…
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
愛
染
明
王
坐
像
…
…
…
（
豊
中
町
）�
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木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
豊
中
町
）�
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木
造
毘
沙
門
天
立
像
…
…
…
（
豊
中
町
）

木
造
毘
沙
門
天
立
像
…
…
…
（
豊
中
町
）�
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塑
造
釈
迦

塑
造
釈
迦�

　
　
涅
槃
像
…

　
　
涅
槃
像
…�

　
　
（
三
野
町
）

　
　
（
三
野
町
）�

�����

41
　
木
造
十
一
面
観
音
立
像
…
…
（
三
野
町
）

木
造
十
一
面
観
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立
像
…
…
（
三
野
町
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本
地
仏
…
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…
…
…
（
三
野
町
）

本
地
仏
…
…
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�
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木
造
聖
観
音
菩
薩
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）

木
造
聖
観
音
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立
像
…
…
（
高
瀬
町
）�
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木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）�
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木
造
金
剛
力
士
立
像
…
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町
）

木
造
金
剛
力
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尾
町
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木
造
薬
師
如
来
坐
像
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…
（
豊
中
町
）

木
造
薬
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如
来
坐
像
…
…
…
（
豊
中
町
）�
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木
造
木
造�

　
　
獅
子
頭
…

　
　
獅
子
頭
…�

　
　
（
豊
中
町
）

　
　
（
豊
中
町
）�
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銅
造
誕
生
釈
迦
仏
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）

銅
造
誕
生
釈
迦
仏
立
像
…
…
（
高
瀬
町
）�
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木
造
狛
犬
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
）

木
造
狛
犬
…
…
…
…
…
…
…
（
財
田
町
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木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
財
田
町
）

木
造
金
剛
力
士
立
像
…
…
…
（
財
田
町
）�

51
　
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
…
…
（
仁
尾
町
）

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
…
…
（
仁
尾
町
）�

52
　
木
造
毘
沙
門
天
立
像
…
…
…
（
仁
尾
町
）

木
造
毘
沙
門
天
立
像
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

53
　
銅
造
観
音
菩
薩
立
像
…
…
…
（
三
野
町
）

銅
造
観
音
菩
薩
立
像
…
…
…
（
三
野
町
）�

���

54
　
金
銅
五
鈷
鈴
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

金
銅
五
鈷
鈴
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

�����

55
　
石
燈
籠
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

石
燈
籠
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

56
　
木
造
大
興
寺
扁
額
…
…
…
…
（
山
本
町
）

木
造
大
興
寺
扁
額
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

�

57
　
梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

58
　
石
造
宝
塔
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

石
造
宝
塔
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

59
　
梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）

梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
詫
間
町
）�

市
指
定
有
形
文
化
財�

県
指
定
有
形
文
化
財�

�

間
ほ
ど
で
す
。
時
間
的
に

は
長
い
の
で
す
が
、
雄
獅

子
と
雌
獅
子
が
別
の
動
き

を
舞
う
の
で
、
一
方
が
舞

っ
て
い
る
間
に
一
方
は
休

ん
で
い
ま
す
（
笑
）�

��

　
獅
子
を
始
め
た
こ
ろ
は

満
足
に
舞
え
な
い
の
で
本

獅
子
（
祭
り
本
番
で
使
う

獅
子
）
を
触
ら
せ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
3
年

間
は
古
い
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

っ
た
練
習
用
の
獅
子
頭
や

太
鼓
の
バ
チ
を
2
本
手
に

持
っ
て
練
習
を
し
ま
し
た
。

初
め
て
ま
と
も
に
舞
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
4
年

目
。
そ
の
こ
ろ
に
や
っ
と

本
獅
子
を
触
ら
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
触
ら
せ
て
も
ら
っ

た
と
き
は
、
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
で
す
（
笑
）�

�

　
昭
和
天
皇
が
四
国
巡
幸

に
来
ら
れ
た
際
に
見
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
に
勅
許
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変

貴
重
な
も
の
で
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。�

�������

　
地
元
の
八
柱
神
社
へ
の

奉
納
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や
催

し
物
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　
依
頼
が
あ
っ
た
際
に
は
、

4
獅
子
組
で
順
番
に
出
演

し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く

の
方
に
見
て
い
た
だ
き
た

い
思
い
も
あ
る
の
で
、
依

頼
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
限

り
は
お
応
え
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。�

�

　
獅
子
の
遣
い
手
は
、
45

歳
で
定
年
で
す
。
地
元
の

若
い
衆
が
が
ん
ば
っ
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
先

も
子
や
孫
の
末
代
ま
で
獅

子
舞
を
続
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。�

　
獅
子
舞
は
、
伝
統
だ
け

で
な
く
、
み
ん
な
の
絆
を

強
く
し
ま
す
。
親
子
ほ
ど

年
が
離
れ
た
者
が
寄
っ
て

話
を
し
た
り
、
集
ま
っ
た

り
す
る
場
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
大
変
い
い
こ
と
。

獅
子
を
通
じ
て
世
代
を
超

え
た
交
流
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。�

�������� ���

　
前
任
者
が
退
く
時
に
、
無
形
民
俗
文

化
財
指
定
申
請
当
時
の
話
を
知
っ
て
い

る
の
が
、
も
う
自
分
だ
け
し
か
残
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
と
も
と
獅
子
が

大
好
き
で
し
た
し
、
父
が
申
請
を
行
っ

た
関
係
も
あ
っ
て
、
な
ん
と
か
昔
の
ま

ま
の
形
で
残
し
て
い
き
た
か
っ
た
の
で
、

代
表
を
引
き
受
け
ま
し
た
。�

インタビュー�
吉津夫婦獅子舞保存会�
代表　大西　明さん�

満
ち
た
よ
う
な
勇
壮
な
振
る
舞
い

を
魅
せ
る
）・
青
年
期（
2
頭
が
結

ば
れ
る
）・
壮
年
期（
落
ち
着
き
を

見
せ
ゆ
っ
た
り
と
し
た
と
こ
ろ
を

演
じ
る
）・
老
年
期（
神
の
御
前
に

平
伏
す
る
）を
順
に
演
舞
し
、獅
子

の
一
生
を
表
現
し
ま
す
。大
正
時
代

は
4
組
と
も
獅
子
は
1
頭
で
、2

頭
使
う
夫
婦
獅
子
に
な
っ
た
の
は

昭
和
の
始
め
の
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。�

　
こ
の
辺
り
の
獅
子
は

す
べ
て
小
笠
原
流
で
す

が
、
特
に
正
本
は『
七

宝
系
小
笠
原
流
』と
呼

ん
で
い
ま
す
。
獅
子
頭

は『
猫
獅
子
』と
言
っ
て
、

顔
に
毛
が
生
え
て
牙
の

間
に
小
さ
な
歯
が
生
え

て
い
ま
す
。�

　
1
回
の
演
舞
は
40
分

吉
津
夫
婦
獅
子
舞
を
見
る
に
は�

�

日
時
　
10
月
4
日（
日
）午
後
2
時
30
分�

場
所
　
八
柱
神
社（
三
野
町
吉
津
）境
内�

き
ず
な�

▲獅子頭は雄が茶色、雌が黒色�

▲八柱神社では4組の獅子舞の共演が見られます�

特集  三豊市の文化財�前編�

や
つ
は
し
ら�

ち
ょ
っ
き
ょ�



広報�2009年10月� 広報� 2009年10月�

▲神事は御神船が町内巡行している間に執り行われます�

▲全員が裃に身を包み、厳粛な中で行われています�

市
指
定
有
形
文
化
財�

県
指
定
有
形
文
化
財�

市
指
定
無
形
文
化
財�

●�●�●�●����●��●����●���������●�●�●�●�●�●�●�●����●������●�������●�������������●��●�●�●����●� 60
　
陶
製
狛
犬
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

陶
製
狛
犬
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

61
　
大
壇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

大
壇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

62
　
梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

梵
鐘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

63
　
双
盤
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

双
盤
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

���

64
　
仏
説
観
仏
三
昧
海
経

仏
説
観
仏
三
昧
海
経 

巻
第
二

巻
第
二（
三
野
町
）

三
野
町
）�

�

65
　
大
埜
村
両
社
記
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）

大
埜
村
両
社
記
…
…
…
…
…
（
山
本
町
）�

���

66
　
秋
山
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

秋
山
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

��������

67
　
覚
城
院
文
書
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

覚
城
院
文
書
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

68
　
賀
茂
神
社
文
書
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

賀
茂
神
社
文
書
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

69
　
常
徳
寺
文
書
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

常
徳
寺
文
書
…
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

70
　
熊
岡
八
幡
宮
文
書
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

熊
岡
八
幡
宮
文
書
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

71
　
本
門
寺
文
書
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）

本
門
寺
文
書
…
…
…
…
…
…
（
三
野
町
）�

72
　
森
家
文
書
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

森
家
文
書
…
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

73
　
白
井
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

白
井
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

74
　
安
藤
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）

安
藤
家
文
書
…
…
…
…
…
…
（
高
瀬
町
）�

���

75
　
妙
音
寺
出
土
古
瓦
…
…
…
…
（
豊
中
町
）

妙
音
寺
出
土
古
瓦
…
…
…
…
（
豊
中
町
）�

�����
76
　
縄
文
土
器

縄
文
土
器�

　
　
（
詫
間
町
）

　
　
（
詫
間
町
）�

�����

77
　
ス
ギ
ヤ
マ

ス
ギ
ヤ
マ�

　
　
ゾ
ウ
の

　
　
ゾ
ウ
の�

　
　
象
牙
化
石

　
　
象
牙
化
石�

　
　
…
（
山
本
町
）

　
　
…
（
山
本
町
）�

���������

78
　
本
山
寺
蔵
経
文
板
木
…
…
…
（
豊
中
町
）

本
山
寺
蔵
経
文
板
木
…
…
…
（
豊
中
町
）�

�

79
　
吉
祥
院
蔵
棟
札
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

吉
祥
院
蔵
棟
札
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

80
　
名
部
戸
天
満
宮
奉
納
算
額
…
（
詫
間
町
）

名
部
戸
天
満
宮
奉
納
算
額
…
（
詫
間
町
）�

81
　
青
い
目
の
人
形
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）

青
い
目
の
人
形
…
…
…
…
…
（
仁
尾
町
）�

���

82
　
大
辻
の
鋳
物
製
造
法
…
…
…
（
山
本
町
）

大
辻
の
鋳
物
製
造
法
…
…
…
（
山
本
町
）�

県
指
定
有
形
文
化
財�

県
指
定
有
形
文
化
財�

県
指
定
有
形
文
化
財�

市
指
定
有
形
文
化
財�

市
指
定
有
形
文
化
財�

市
指
定
有
形
文
化
財�

�

来
月
号
は
、�

『
讃
岐
源
之
丞
保
存
会
』�

『
生
里
も
も
て
祭
保
存
会
』�

『
大
浜
も
も
て
祭
保
存
会
』�

『
粟
島
も
も
て
祭
保
存
会
』�

『
彌
与
苗
踊
保
存
会
』の
皆
さ
ん
を
紹
介

　
10
月
は
市
内
各
地
で
五
穀
豊
穣
を
祈
っ

て
秋
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。
ち
ょ

っ
と
隣
の
お
祭
り
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

文
化
的
な
視
点
で
見
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
色
が
表
れ
て
い
て
、
新
し

い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
12
月
号
か
ら
は
、
三
豊
市
の
文
化
財
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
り
ま
す
。�

お
楽
し
み
に
。�

�

　
賀
茂
神
社
は
、
京
都
・
賀
茂
神
社
の
御

分
霊
を
応
徳
元
年（
1
0
8
4
年
）に
蔦
島

に
祀
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
し

ば
ら
く
し
て
現
在
地
に
鎮
座
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
長
床
の
神
事
は
、
賀
茂
神
社
の
祭
礼
の

当
日（
10
月
の
第
2
日
曜
日
）に
御
神
船
が

町
内
巡
行
に
出
発
し
た
後
に
、
長
床
と
い

う
建
物
内
で
行
わ
れ
ま
す
。�

　
正
面
に
年
寄
、
左
右
の
両
脇
に
頭
人
が

座
り
、
舞
酌
と
称
す
る
裃
を
着
た
6
人
の

子
ど
も
が
酌
を
し
て
い
き
、
さ
ら
に
謡
曲

の
『
蔦
加
茂
』
が
謡
わ
れ
ま
す
。
や
が
て
、

御
神
船
が
鳥
居
ま
で
戻
る
と
ハ
ナ
デ
ン
（
天

狗
）
が
長
床
に
行
き
、
「
御
神
船
が
帰
っ
て

き
た
の
で
、
早
く
出
迎
え
る
よ
う
に
」
と

催
促
し
ま
す
。
し
か
し
、
年
寄
も
頭
人
も

も
て
な
し
が
、
ま
だ
十
分
で
な
い
と
追
い

返
し
ま
す
。
こ
れ
を
七
度
半
繰
り
返
し
た

あ
と
、
年
寄
と
頭
人
が
御
神
船
を
迎
え
ま
す
。�

　
9
月
1
日
に
オ
ク
ジ
イ
レ（
く
じ
引
き
）

を
行
い
、
頭
屋
の
中
か
ら
頭
人
5
人
を
く

じ
で
選
び
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
一
度

な
っ
た
ら
同
じ
人
は
な
れ
な
い
規
則
や
、

な
り
手
不
足
で
5
人
を
選
ぶ
の
も
大
変（
笑
）�

　
神
事
の
お
世
話
を
す
る
年
寄
の
定
数
は

10
人
で
す
が
、
現
在
は
7
人
で
す
。
年
寄
は
、

頭
人
の
経
験
者
の
中
か
ら
決
ま
り
、
準
備
か

ら
当
日
の
運
営
ま
で
す
べ
て
を
取
り
し
き
り

ま
す
。
年
中
を
通
し
て
、
落
ち
葉
か
き
、
草

抜
き
な
ど
神
社
境
内
の
維
持
管
理
も
し
て
い

ま
す
。�

�

　
こ
の
神
事
の
特
徴
は
五
苗
と
呼
ば
れ
る
特

定
の
家
か
ら
選
ば
れ
た
10
人
の
年
寄
と
5
人

の
頭
人
に
よ
っ
て
祭
り
が
執
り
行
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
神
事
の
内
容
も
県
内
に
は

例
が
な
く
、
大
変
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
な
り
手
不
足
の
現
状
に
対

応
す
る
た
め
、
数
年
前
よ
り
五
苗
制
度
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
氏
子
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。�

　
年
寄
も
頭
人
も
、
い
か
に
後
継
者
を
見
つ

け
て
伝
え
て
い
く
か
が
、
今
後
の
課
題
で
す
。

時
代
に
対
応
し
て
、
少
し
で
も
や
り
や
す

く
な
る
よ
う
に
改
善
し
て
い
る
ん
で
す
け

ど
ね
（
笑
）�

�

�������� �　
私
は
、
退
職
後
37
年
振
り
に
仁
尾
へ
戻

っ
た
平
成
12
年
に
保
存
会
へ
入
り
、
今
年

で
9
年
目
に
な
り
ま
す
。�

�

　
も
と
も
と
は
、
讃
岐
守
護
職
細
川
氏
の

使
者
を
接
待
し
て
も
て
な
し
た
こ
と
が
元

と
な
っ
た
神
事
な
の
で
厳
粛
な
中
で
行
わ

れ
ま
す
。
神
霊
を
乗
せ
た
御
神
船
が
神
社

を
出
て
町
内
を
巡
行
し
、
戻
る
ま
で
の
1

時
間
半
ほ
ど
で
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　今回の特集でも引用・参考にした
『三豊市の文化財』。市内に所在す
る文化財１７７点のすべてをカラー写
真と文章で分かりやすく紹介してい
ます。�
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